
令和８年度 シ　　ラ　　バ　　ス

〇「知識・技能」 〇「思考⼒・判断⼒・表現⼒」 〇「主体的に学びに向かう態度」

  未来を拓く探究シリーズ　探究ナビ

科
目
の
概
要

1. 探究の過程において，課題の発⾒と解決に必要な知識及び技能を⾝に付け，課題に関わる概念を形成し，探究の意義や価値を理解するようにする。

2. 実社会や実⽣活と⾃⼰との関わりから問いを⾒いだし，⾃分で課題を⽴て，情報を集め，整理・分析して，まとめ・表現することができるようにする。

3. 探究に主体的・協働的に取り組むとともに，互いのよさを⽣かしながら，新たな価値を創造し，よりよい社会を実現しようとする態度を養う。

②「課題対応⼒」
③「論理的思考⼒」
④「原因分析⼒」
⑤「傾聴⼒」
⑥「受信・発信⼒」

⑦「協働⼒」
⑧「⾏動⼒」
⑨「⾃⼰管理能⼒」
⑩「⾃⼰実現⼒」

①「知⼒・学⼒」
10
の
⼒

3
観
点

探究の⾒⽅・考え⽅を働かせ，横断的・総合的な学習を⾏うことを通して，

⾃⼰の在り⽅⽣き⽅を考えながら，よりよく課題を発⾒し解決していくための

資質・能⼒を次のとおり育成することを目指す。

科
目
の
目
標

評
価
の
⽅
法

・ワークブック
・レポート
・発表

・ワークブック
・レポート
・発表

・ワークブック
・レポート
・発表

観点別評価

教 科 科 目 単位数 学 年 コ ー ス 組

1 2 1〜12組

教
科
書

副
教
材

総合的な探究の時間

観
点
の
評
価

◎︓効果的に発表する⽅法を理解
し，問いに関する知識を⼈にわかりや
すく説明できるほど十分に有している。
△︓発表する⽅法を理解しておらず，
問いに関する知識が不十分である。

◎︓根拠が多角的で信頼性の⾼い情報に十
分に裏付けられていて，論理的で説得⼒があ
る。反論への視点にも対応している。
△︓根拠や裏付けが不十分である。

◎︓研究成果を共有するために，表現や構
成を工夫しようとしていう。⾃ら計画的に取り組
み，提出期限に全く遅れがない。
△︓表現や構成を十分に工夫しようとしていな
い。提出期限に３日以上の遅れがある。

（株式会社ベネッセコーポレーション）
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・２年間かけて⾏ってきた探究活動をふりかえり，
⾃分⾃⾝が成⻑したところが具体的にわかり，
次につなげることができる。

ナビ︓探究全体の振り返りをしよう
⑨ふりかえり

⑫１２⽉１１日（⾦）　学年発表会
・各クラスから選抜されたメンバーによる発表を⾏う

⑩１１⽉１０日（火）　⑪１１⽉２４日　各クラス発表会 ・各⾃で探究した内容をより多くの他者へ
・各クラスから１〜２名を選抜する わかりやすく伝えることができる。

⑧１０⽉６日（火）　⑨１０⽉２７日（火） ・各⾃で探究した内容を他者へわかりやすく
各⾃で発表準備を⾏う 伝えることができる。

ナビ︓主張を作って，表現の構成を考えよう ・発表資料や論⽂などの，表現の構成の概要
をまとめることができる。

⑦９⽉１５日（火）　主張を整理し他者に伝える ・論理的に主張を作ることができる。

・目的やデータの種類に合わせた整理・分析
⽅法を選ぶ必要性を理解し，⾃分の探究に
あった⽅法を選ぶことができる。

⑥夏休み　各⾃で探究活動を⾏う。

今後，どのように探究活動を⾏うのか理解する。

・探究活動に役に⽴つシンキングツール
の使い⽅を理解する。

・課題に対し，何を調べるべきかを明確にできる。

学 習 計 画

学期

3

学

期

2

学

期

1

学

期

学 習 内 容 ( 単 元 ) 単 元 別 学 習 目 標

①５⽉１２日（⽊）　LHR︓学年集会　ガイダンス
・今後のスケジュールを確認する。

②６⽉２日（火）　より良い探究活動のために（１）

・調べる⽅法を具体的に考えることができる。ナビ︓「調べるべきこと」を明確にしよう

⑤７⽉１３日（⽉）　より良い探究活動のために（４）
ナビ︓整理・分析⽅法を選ぼう

ナビ︓シンキングツールを使ってみよう①練習
③６⽉１６日（火）　より良い探究活動のために（２）
ナビ︓シンキングツールを使ってみよう②実践

④６⽉２３日（火）　より良い探究活動のために（３）

・昨年度各⾃で決めた課題に対して，


